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恵
泉
女
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学
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教
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大
日
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雅
美 

昨
今
、
社
会
保
障
に
対
す
る
人
々
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
昨
夏
の
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
」
で
医
療
・
年
金
・
介
護
に
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
ご
存
知
の
通
り
と
思

い
ま
す
。 

漸
く
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
風
が
吹
い
て
き
ま

し
た
が
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
世
代
の
人
が
心

と
力
を
一
つ
に
し
て
立
ち
向
か
う
時
を
迎
え
た
と
い

え
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
団
塊
世
代
前
後
の
男
性
た

ち
が
、「
子
育
て
・
ま
ち
づ
く
り
支
援
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
」
と
し
て
、
子
育
て
・
家
族
支
援
者
さ
ん
の
お
仲

間
に
加
わ
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
老
若
男
女
共
同
参

画
で
子
育
て
家
族
を
応
援
し
よ
う
と
い
う
本
法
人
の

理
念
が
、
ま
た
次
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
、
本
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

  

           

 

港
区
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 所

長 

保
志 

幸
子 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
所
長
と
し
て
ま
い

り
ま
し
た
保
志
幸
子
で
す
。
大
日
向
施
設
長
を
は
じ

め
、
ス
タ
ッ
フ
・
支
援
者
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
港
区
の
子
ど
も
と
ご
家
族
へ
の
支
援
に
、
熱
心
に
、

誠
実
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

あ
い
・
ぽ
ー
と
が
開
設
し
て
十
年
、
施
設
は
次
第

に
美
し
く
趣
の
あ
る
も
の
に
造
り
込
ま
れ
、
ハ
ー
ブ

や
野
菜
は
子
ど
も
と
家
族
の
皆
さ
ん
に
「
育
て
る
喜

び
」
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
支
援
者

の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
育
ち
を
見
守
る
余
裕
を
ご

家
族
に
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
今
、
す
べ

て
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
過

ご
す
時
間
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。 

今
後
と
も
、
子
ど
も
と
ご
家
族
、
そ
し
て
港
区
の

大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
皆
様
に
は
元
気
に
ご

活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

浦
安
市 

こ
ど
も
部 

部
長 

 
 

 
 

金
子 

昇 

 

四
月
一
日
付
け
で
、
浦
安
市
の
こ
ど
も
部
長
を
拝

命
し
た
金
子
で
す
。
「
市
内
の
す
べ
て
の
こ
ど
も
と
、

そ
の
保
護
者
が
い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
環
境
を 

提
供
す
る
」
こ
と
を
、
部
の
使
命
と
し
、
子
育
て
施

策
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
皆
さ
ん

に
は
、
子
育
て
・
家
族
支
援
者
の
養
成
を
通
じ
、
保

育
マ
マ
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
、

そ
し
て
、
当
市
独
自
の
子
育
て
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
よ
る
子
育
て
相
談
室
や
総
合
窓
口
の
設
置
な
ど
で
、

大
変
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
改
め
て
、
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
今
回
、
子
育
て
・
ま
ち
づ
く
り
支
援
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
輩
出
さ
れ
、
人
生
経
験
豊
か
な
「
じ

い
メ
ン
」
の
皆
さ
ん
が
、
男
性
な
ら
で
は
の
観
点
か

ら
子
育
て
支
援
に
乗
り
出
し
て
く
だ
さ
る
と
聞
き
、

大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
七
月
八
日

に
行
わ
れ
た
認
定
式
と
、
そ
れ
に
続
く
「
じ
い
メ
ン
」

た
ち
の
プ
レ
ゼ
ン
を
拝
見
し
、
ど
う
活
用
し
よ
う
か

と
、
早
く
も
頭
を
巡
ら
し
て
い
ま
す
。 

 

千
代
田
区
子
ど
も
・
教
育
部
次
世
代
育
成
担
当
部
長  

高
橋 

誠
一
郎 

四
月
一
日
付
で
、
千
代
田
区
次
世
代
育
成
担
当
部

長
と
な
り
ま
し
た
高
橋
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
居
住
人
口
五
万
人
の
回
復
が
本
区
積

年
の
目
標
で
し
た
が
、
近
年
の
大
規
模
開
発
に
よ
る

住
宅
供
給
増
と
都
心
回
帰
傾
向
が
相
ま
っ
て
、
予
想

を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

連
動
し
て
乳
幼
児
人
口
が
過
去
十
年
間
で
約
一
・
五

倍
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
数
年
間
は
さ
ら
に

増
加
す
る
人
口
推
計
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
保
育
園
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
実
現
で
き
た
本
区
で

も
待
機
児
童
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
認
可
・
認
証
保
育
園
や
幼
稚
園
・
こ
ど

も
園
だ
け
で
な
く
、
昨
年
度
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ご
協
力
で
開
始
し
た
家
庭
的
保
育
事
業
や

定
期
利
用
保
育
事
業
な
ど
保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
た
子
育
て
支
援
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

 

高
浜
市 

こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ 

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー 

磯
村 

順
司 

 

日
頃
よ
り
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は

現
在
の
グ
ル
ー
プ
に
配
属
と
な
っ
て
四
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
本
年
度
よ
り
当
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を

拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
全
力

を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
子
育
て
・

家
族
支
援
者
養
成
講
座
の
開
催
に
あ
た
り
、「
あ
い
・

ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
様
に
は
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

本
市
に
お
い
て
子
育
て
・
家
族
支
援
者
養
成
講
座
を

受
講
さ
れ
て
家
庭
的
保
育
を
始
め
と
す
る
各
現
場
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
本
市
の
子
育
て
家
庭
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
今
後
も
引
き
続
き
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
新
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

第 21 号 
「あにわにわ」とは、ニュージーランドの 

マオリ語で「虹」を意味しています。 
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特定非営利活動法人あい・ぽーとステーション発行 

代表理事：大日向 雅美・新澤 誠治 

子育てひろば「あい・ぽーと」 
住所：107-0062 東京都港区南青山 2-25-1 

電話：03-5786-3250 ＦＡＸ：03-5786-3256 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@ai-port.jp 

ＵＲＬ：http://www.ai-port.jp 
 

人材養成事業推進室 
住所：106-0031 東京都港区西麻布 2-24-25-509 

電話：03-6657-8539 ＦＡＸ：03-3499-8539 

Ｅ－ｍａｉｌ：station@ai-port.jp 

ＵＲＬ：http://www.ai-port.jp 

地域の子育て支援をつなぐニュースレター 
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「認定者誕生に際してメッセージをいただきました」 

          住友生命保険相互会社 CSR 推進室長 濱本信樹 
 

子育て・まちづくり支援プロデューサーの皆様、講座の修了おめでとうございます。 

弊社では、あい・ぽーとステーション様の本講座の趣旨に賛同し、助成させていただい

ております。 

当初、子育て支援の現場に新たな息吹をもたらす本講座の開講に期待を膨らませつつ

も、初めての試みに、どれほどの方々にご参加いただけるのかとの不安もございました。

しかしながら、心配は杞憂にすぎませんでした。当初の想定を上回る多くの方々にご参

加いただき感謝申し上げます。 

私も何度か講座にオブザーバーとして参加させていただきましたが、皆様の真剣な眼差

しと熱意に胸をうたれるとともに、さすが日本の高度経済成長を支えてくださった世代

の大先輩の方々だと頼もしさを感じました。 

また講師の皆様方、あい・ぽーとステーションのスタッフの皆様方の愛情に満ち溢れた

ご尽力と受講された皆様方の熱意があればこそ、盛大な講座となったものと思います。 

これから新たなスタートになります。皆様方の社会・会社生活の中で身につけられた経

験と講座で学んだ体験を活かし、皆様のお力を存分に発揮される大事な時期ですね。 

大日向先生が講座の中でよくお話された「何をしてもらうのかではなく、自分（達）が

何をするのかが大切」だと思います。 

皆様のこれからのご活躍により、子育ての現場がさらに活気と幸せに溢れること、また

皆様の人生が楽しく心豊かなものとなることを願っております。私ども住友生命も、今

後とも子どもたちの未来をさらに明るく強くするために取り組んでいきたいと存じま

す。引き続きどうぞよろしくお願い申し上げます。 

港区子育て・家族支援者３級認定者 

 

佐藤 かおりさん 

娘が生後 2 ヶ月の頃、友人の勧めであいぽーと

を訪れてから 7 年。私たちほどあいぽーとを利

用し、支えて頂いた親子はいないかもしれませ

ん。地域の様々な親子と交流したり、悩みを聞い

てもらったり、理由を問わず子どもを預かっても

らえる施設が身近にある安心感の中、豊かな子育

てをすることができ、私もいつか支援者として活

躍したいと思い続けてきました。 

子育てが一段落し、今回ようやく念願叶って“子

育て・家族支援者養成講座 3 級”を受講する事

ができ、改めて地域における子育て支援の必要性

と、子どもと共にある喜びを感じています。 

今まで支えて頂いた感謝の気持ちと、一人の母親

としての経験を生かし、これからは支援者とし

て、地域の親子の方々を支えていきたいと思って

います。 

「認定式」 
7/8（月）に、第１期「子育て・まちづくり支援プロデューサー」認定式及び第１回提案発表会が、

多数のご来賓や行政関係の方々、養成講座講師、マスコミ関係者をお迎えして開催されました。 

澤春生様（住友生命保険相互会社ブランドコミュニケーション部上席部長代理）、岡島敦子様（内閣

府情報公開・個人情報保護審査会委員）からのご祝辞の後、汐見稔幸先生（本法人理事・白梅学園大

学学長）からお一人お一人に認定証が授与されました。緊張の面持ちで認定証を受け取られる様子が

印象的でした。 

認定式の後は、大日向本法人代表理事のコーディネートで、活動提案発表会が行われました。 

認定者から、団塊世代の男性が持つ特徴（「物事を俯瞰して捉える力」「時代の流れを読み生きてきた

経験」「仕事・趣味で物事を深く極めてきたこと」等）を活かした提案が発表されました。「大使館と

コラボレーションする国際交流プログラムの実施」「保育園・幼稚園でのバックオフィス支援」「学童

クラブでの放課後プログラムの実施」など、読み聞かせや楽器演奏等の実演も交えながら提案が行わ

れました。その発表を受けて、養成講座の講師の先生方から激励メッセージを頂き、港区・千代田区・

浦安市の行政担当者からは提案実現に向けた行政側の協力について、前向きなお言葉を頂きました。 

今回３６名の認定・準認定の「子育て・まちづくり支援プロデューサー」が誕生し、本格的に地域デ

ビューをしていきます。何卒よろしくお願い致します。 

フリーマーケット「ひだまり市場」 

梅雨の合間の晴天に恵まれた６月２２日（土）、あい・ぽーと２階ホールで、

「ひだまり市場」が開催されました。これは、３月から始まった「子育て・

まちづくりプロデューサー養成講座」を受講された男性の方々による、「あ

い・ぽーと」会員向けのイベントでした。 

当日は４００点以上の「子育て応援グッズ」が出品され、開場前から列をな

した来場者は総計１５０人以上にもなりました。 

同時開催の「お楽しみコーナー」では、小さな子どもたちも、折り紙や手形

スタンプにじっくり取り組んだり、ハーモニカとギターの生演奏を座り込ん

で聞き入ったりする微笑ましい姿が見られ、親子で楽しんでいただいた一日

となりました。 

今回の「ひだまり市場」では、企画の段階から、一週間にわたった物品受付、

当日の運営、事後処理まで、プロデューサーさんたちならではのサポート力

を発揮してくださいました。今後は 

「あい・ぽーと」内のみならず、 

港区、千代田区、浦安市の広い 

フィールドで、子育て支援を軸とした 

「まちづくり」の活動が予定されて 

おり、その活躍がますます期待され 

ています。 

 

千代田区子育て・家族支援者３級認定者 

 

神野 里砂さん 

初めて講座の内容を知ったとき、こんなにたくさんの

講座や実習があることに驚きました。内容も多岐にわ

たり、３級でありながらここまで学ぶのかと感心しな

がらも講座を楽しみにしていたことを思い出します。

久しぶりに学生に戻った気分でした。 

実際、講座を受けるようになると、さらに驚きの連続

でした。自分の今までの思いが覆ったり、新たな気づ

きがあったりと、毎週深く考えることも多く、脳も心

も酷使して学生の頃より深く学んでいるのではない

かと思うほどです。ですが、人生の大事な時期である

小さなお子様をお預かりし接するということは、その

子の人格形成にも関わる大変な仕事です。また、そう

いうお子様のお母様と接することは、お母様にも多大

な影響を及ぼすことになる、それを常に意識して臨み

たいです。 

しっかり学ばせて頂いたことを幸せに思うとともに、

その学びを実践に活かせるよう初心を忘れず研鑽に

努めながら、今後支援していければと思います。 

浦安市子育て・家族支援者３級認定者 

 

上間 歌子さん 

図書館ロビーでふと目に留まった支援者養成講座 3 級受講

者募集の用紙。そして、うっかり申し込んでしまった私。こ

の 3 か月、夢中で講義を受け追われるようにレポートを書

き、なぜか今、認定後の抱負を語ろうとしている。 

保育園の時間外のサポートでもと軽く考えて始めたが、受講

を終えた今、子育て支援はとても奥が深いものだと思ってい

る。 

夫の転勤・親の介護・子どもの病気・自分の仕事、全てのプ

ライオリティは高く、いつも突然で待ったなし、誰か助けて

というのは、自分自身の心の声でもあった。そろそろ、私が

助ける番だ。しかし、貧困や虐待に胸を痛めても、自分の無

力さに俯くことしかできない。それでもなお、あの小さな人

たちの魅力にはかなわない。気付かされ、癒され、励まされ

ることもある。自分にできることは何だろう。 

支援者としての具体的なイメージを描くためにも、さらに２

級へと歩みを進めてみたいと今、考えている。肩の力を抜い

て、この縁が繋がる先を見出したいと思う。抱負を語れる支

援者となる日が訪れますように。 

 

港区コンシェルジュ 

 

相田 雅美さん 

利用者のみなさんに気持ち良くご利用いただける様、

また「楽しかった」「また来たいな！」と思っていただ

ける様心配りをし、何があっても笑顔を忘れず、真心

込めて、お一人お一人に接していきたいと思います。 

 

越後 康子さん 

ひろばに遊びに来られた方々に過ごしやすい場所を提

供できるように、お声掛けやひろば内の環境整備など、

色々な事に配慮できるように努力したいです。 

 

成田 裕子さん 

ひろばコンシェルジュの活動に際しまして、看護師の

経験はありますが、支援者のひとりとして、利用者さ

んと共に喜び、考え、寄り添っていきたいと思ってい

ます。バックアップ研修や助言をいただきながらがん

ばっていきます。私自身の健康管理に務め、元気なお

子さん達の成長と利用者さんの笑顔を見守っていきた

いと思います。 

浦安市子育てケアマネジャー 

 

上内 悦子さん 

6 年越しに希望していた「子育

て・家族支援者養成講座」を昨年

受講する事ができました。思って

いた以上に毎回刺激が多く、充実

した時間の連続でした。 

今年、浦安市の子育てケアマネー

ジャーの認定を頂き、4 月から活

動が始まりました。浦安は若い家

庭がとても多い地域です。講座で

も指摘された「子育てしにくい現

代環境や孤立感の深さ」を痛感す

る日々です。奮闘している子育て

世代の不安や迷いが少しでも少

なくなるように、気軽に声をかけ

られる子育て相談室。そんな相談

員の一人になれるように頑張り

たいと思っています。 

各自治体の認定者さんより今後の抱負 
 

   

 

  

  
子育て・まちづくり支援プロデューサー第１期生誕生！ 

子育て・まちづくり支援プロデューサーのご活躍 



【

総

会

報

告

】 

 

二
〇
一
三
年
度
通
常
総
会
が
、
五
月
二
十
七
日
に

開
催
さ
れ
、
委
任
状
六
名
を
含
め
て
二
十
二
名
に
ご

出
席
を
頂
き
、
新
澤
誠
治
代
表
理
事
が
議
長
を
務
め

ま
し
た
。 

二
〇
一
二
年
度
事
業
報
告
で
は
、
大
日
向
代
表
理

事
よ
り
、
従
前
の
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
施
設
内
で
の
子
育

て
家
庭
へ
の
支
援
事
業
、
子
育
て
・
家
族
支
援
者
養
成

事
業
、
派
遣
型
一
時
保
育
事
業
、
千
代
田
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
加
え
て
、
千
代
田
区
家
庭
的
保
育
室

あ
い
・
ぽ
ー
と
小
さ
な
家
事
業
が
十
一
月
か
ら
開
所
し

た
こ
と
と
、
住
友
生
命
助
成
事
業
の
「
子
育
て
・
ま
ち
づ

く
り
支
援
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
報
告
を
致
し
ま
し
た
。 

 

「
子
育
て
・
ま
ち
づ
く
り
支
援
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
に
つ

い
て
は
、
二
月
に
実
施
さ
れ
た
企
画
立
案
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
後
の
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
養
成
講
座
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
の
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
大
日
向
代
表
理
事
よ

り
、
五
十
三
名
の
方
が
受
講
さ
れ
、
大
変
熱
心
に
受

講
さ
れ
、
新
た
な
事
業
提
案
な
ど
が
な
さ
れ
、
認
定

式
と
提
案
発
表
会
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
旨
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

二
〇
一
三
年
度
事
業
計
画
と
し
て
は
、
既
存
事
業

の
更
な
る
充
実
、
な
ら
び
に
昨
年
度
よ
り
実
施
し
た

「子
育
て
・ま
ち
づ
く
り
支
援
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
の
企
画

を
実
施
を
す
る
旨
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務

局
長
よ
り
、
二
〇
一
二
年
度
の
会
計
報
告
及
び
二
〇

一
三
年
度
予
算
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
他
、
理
事
ご
本
人
の
ご
都
合
に
よ
る
退
任
の
提

案
も
あ
り
ま
し
た
が
、
審
議
さ
れ
た
議
案
の
全
て
が
、

全
員
一
致
で
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
い
・
ぽ

ー
と
で
の
活
動
、
仕
事
内
容
に
つ
い
て
な
ど
、
自
己
紹

介
や
今
年
度
の
抱
負
に
つ
い
て
語
り
合
う
ひ
と
時
を
も

ち
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

【子
育
て
・家
族
支
援
者 

養
成
講
座
情
報
】 

○
新
規
開
講
情
報 

（開
催
順
） 

 

【浦
安
市
】 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座 

（二
級
七
期
） 

開
講
日 

二
〇
一
三
年
九
月
二
十
七
日
（金
） 

～
十
二
月
六
日
（金
）  

【千
代
田
区
】 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座 

（二
級
六
期
） 

開
講
日 

二
〇
一
三
年
九
月
三
十
日
（月
） 

～
十
二
月
九
日
（月
）  

【港
区
】 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座 

（二
級
十
二
期
） 

開
講
日 

二
〇
一
三
年
十
月
四
日
（金
） 

～
十
一
月
二
十
九
日
（金
） 

 

【バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
研
修
情
報
】 

〈港
区
〉 

七
月
二
十
六
日
（金
）十
五
時
三
十
分
～
十
七
時 

内
容 

利
用
者
の
声
か
ら
考
え
る
支
援
活
動
の
課
題 

講
師 

大
日
向
雅
美 

（本
法
人
代
表
理
事 

恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授
） 

会
場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・
ぽ
ー
と
」
二
階
ホ
ー
ル 

 

七
月
三
十
日
（火
）十
時
三
十
分
～
十
二
時 

内
容 

孫
世
代
と
の
付
き
合
い
方 

講
師 

大
日
向 

雅
美 

（本
法
人
代
表
理
事 

恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授
） 

会
場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・
ぽ
ー
と
」
二
階
ホ
ー
ル 

 

九
月
二
十
日
（金
）九
時
三
十
分
～
十
一
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一
時
十
五
分
～
十
二
時
四
十
五
分 

内
容 

子
育
て
の
現
場
で
役
立
つ
英
会
話
三
級
＆
二
級 

講
師 

ダ
・シ
ル
バ
（恵
泉
女
学
園
大
学
教
授
） 

会
場 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・
ぽ
ー
と
」
二
階
ホ
ー
ル 

 

〈千
代
田
区
〉 

十
月
二
十
五
日
（金
）十
五
時
～
十
六
時
三
十
分 

内
容 

国
の
施
策
等
の
情
報
提
供
と
活
動
状
況
報
告 

 
 

 
 

及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向
雅
美
（本
法
人
代
表
理
事 

恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授
） 

 

〈浦
安
市
〉 

〔一
般
〕 

 

八
月
一
日
（木
）十
三
時
三
十
分
～
十
五
時 

内
容 

地
震
な
ど
災
害
時
の
心
構
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（支
援
中
に
災
害
が
起
き
た
ら
？
） 

講
師 

浦
安
市
総
務
部
防
災
課 

会
場 

中
央
図
書
館 

視
聴
覚
室 

 

九
月
四
日
（水
）十
一
時
～
十
二
時
三
十
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時 

内
容 

読
み
聞
か
せ
（応
用
）※
事
前
課
題
あ
り 

講
師 

中
村
柾
子
（元
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学 

非
常
勤
講
師
） 

会
場 

文
化
会
館 

大
会
議
室 

 

〔ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
〕 

九
月
二
十
七
日
（金
）十
六
時
～
十
七
時
三
十
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向
雅
美
（本
法
人
代
表
理
事 

恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授
） 

 

十
月
二
十
八
日
（月
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
五
時
四
十
五
分
～
十
七
時
十
五
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向
雅
美
（本
法
人
代
表
理
事 

恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授
）  

  

〔児
童
育
成
ク
ラ
ブ
指
導
員
〕 

十
月
三
日
（木
）十
時
～
十
一
時
三
十
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

野
中
賢
治 

（財
団
法
人 

児
童
健
全
育
成
推
進
財
団 

 

企
画
調
査
室 

室
長
） 

会
場 

文
化
会
館 

第
一
会
議
室 

 

※
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
、
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【ち
い
さ
な
家
報
告
】 

 

千
代
田
区
家
庭
的
保
育
室
「あ
い
・
ぽ
ー
と
」
小
さ
な

家
も
、
初
め
て
の
夏
を
迎
え
て
い
ま
す
。
間
も
な
く
開

設
一
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
子
ど
も
達
の
日
々
の
成

長
に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
保
育
者
も
保
育
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
そ
の
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
小
さ
な
家
の
運
営
の

特
徴
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
小
さ
な
家
は
、
千
代
田
区
飯
田
橋

に
あ
る
区
有
施
設
（
災
害
対
策
職
務
住
宅
）を
利
用
し

て
、
千
代
田
区
と
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
協
働

で
運
営
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
で
す
。
こ
の
運
営
形

態
の
最
大
の
特
徴
は
、
区
の
施
設
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
所

属
す
る
保
育
者
が
、
少
人
数
で
き
め
細
か
い
保
育
と
い

う
家
庭
的
保
育
の
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
行
う
保
育

に
あ
り
ま
す
。
保
育
室
の
整
備
や
保
育
室
運
営
に
伴

う
事
務
的
業
務
は
、
区
と
法
人
事
務
局
が
担
う
こ
と

で
、
保
育
者
は
日
々
の
保
育
や
保
護
者
対
応
に
よ
り

専
念
で
き
る
こ
と
が
、
こ
の
運
営
方
式
の
特
徴
と
い
え

ま
す
。 

 

今
、
家
庭
的
保
育
事
業
は
、
千
代
田
区
の
よ
う
な
施

設
型
や
浦
安
市
の
よ
う
な
個
人
宅
実
施
型
な
ど
、
各

地
で
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
形
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
様
子
を
こ
の
紙
面
で
も
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

次
回
は
、
浦
安
市
の
家
庭
的
保
育
の
ご
紹
介
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 
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